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サクラ樹皮のねじれ現象に迫る

熊木県立八代中学校 2年 大塚
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研究の動機

登下校で使用している結の回廊線c 幹段は気がつかなかったが、そこに植えてあ

る桜の木々の幹に刻まれる多くの傷が規則性を持っているようにJ思えた。この樹皮

の傷にはどのような規則性がみられるのかを探り、研究を始めることにした。

研究方法、結果及び考察

事前に集めたサクラの木のデータ(79本分)のデータを使い樹皮の傷について次のことを調べる。

事前研究皮の悔の方|ほ性、調べ

「考察」 反時計Inlりの傷が60%以上もあるということは偶然

とは考えにく U、D この結果により、サクラの樹皮にみられる傷

のねじれは、半数以上が反時計Inlりになる頬占|ト性が確認された。

グラフ1.樹皮の備の方向性@割合

研究 I 一番下の枝が、 kの枝に与える影響について

「企休での気づき」

・酋と束、北束、 北西が一番多いことはない

・令てを重ねる}て時計四りのらせん状に見える

-北西と北東のきIJ合は減っていっている

. ~tと南の割合は4干存目の枝で減ってはいるが、全体的に見れば割合はl白い

-凶と東の割合l立、ほぽ同じまま

・前の枝が少ないところに多く枝ーが山ている

.凶の本教がどんどん減っといる

1番目の筏 5番自の枝

N N 

s s 

「考察j 根本から 1番目、及び2番目の枝が南側(南西)よりに多く存在するのは、よ陽光の影響

を最も受けているためだと思われる。 1、2干駐日は枝の中でも幹まわりが最も大きいので、その分

枝の先にある葉の数、面積も多いものとなる。よって、太陽光を多く受けられる南側に位置するの

ではないだろうかc 次に、 3需目以降の枝に関しては、やはり 1、2昏目の枝の)JlbJとは別の)jl白l

に向かつてのびている傾向がうかがえた。これもやはり、太陽光のいかに効半良く受けられるかと

いった樹木の工大ーがサクラの木々全体でいえることが明らかとなった。

研究H 皮の傷は、枝の影響を受けているのか。また枝のある方向に傷が向かっているのか

「考察j根本から 1岳自の枝のみに注目して、そ

の聞にある傷の方向性を向く割合についえ考えて

みる。グラブが示すように、 5害IJ.ilIい傷が 1番目

の枝方向を向いている事実が分かった。加えて、

影響があるとはいえない、つまり、まっすぐに傷

がある割合についても26%存在していることを考

担本-1書目司棟骨聞に且邑れる.旬肉曹

えると、枝の位置が傷のねじれ方向を牛み出す直接的な製因とまでは、いえな

し、ものの、侮をねじれさせる一要閃と考えた方が自然である。

研究E 皮の傷の長さと円周との関係

・傷の人一きさは40cmまでが多く、刊J杏jは40cmから100cmまでが多い。
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|考察J 侮の大きさは25cm未満に大部分が存在すること

が分かるc また、傷の大きくなると、幹まわりが大きくな

ることから、その関係性がうかがえるc 幹まわりが大きい

ということは、つまりサクラ自体の樹齢が高いということ

と、根本に近い場所であることを示しているc つまり、傷

白体は25cmに満たないものが大部分であるが、大きな傷は

高齢のサクラに見られる特徴であり、また、版本付近の傷

といえるだろう。

研究N 皮の侮の長さと高さとの関係

・侮の大きさは30cmまでが多い

.右に行くほど傷までの高さが低くなっている。

「考察J傷の大きさが多いもの特にIOOcmを起すようなも

のについては、高さが低い。つまり根本付近からの傷ということがいえる。逆に、傷が小さいもの

は、どの高さにも侮在することがいえるだろう。したがって、大きな傷はその大きさ故にできあが

る時期も早く、かなりサクラが幼い時の傷が成長したものだということがいえるの

研究V 皮の傷が内部に与える影響

・年輪と思われる中に一部尽く目立つスキマ?が確認され

る。

.スキマのある方|占jには、必ず樹皮の闘に傷がある 3

・枝が生えているところでは年輪自体がゆがんでおり、断

面が円ではなくなっている。

「考察」 年輪がゆがんでいるところでは、本の断面もゆがんでいるため、相当な斥力が継続的に

与えられたと思われる。本研究で、スキマのある)Jl白jには、必ず樹皮の面に傷がみられるという内

部構造を締罰、したれこれは、外側からの力が内部に影響をワーえたことを示しており、内部構造の中

でも動きやすかった(ずれやすかった)ところがスキマとなってみられたということだろうのこの

スキマのある場所もj蛍が3層構造のどこかの境界がスキマとなることも分かつている G どのj蛍とど

のj蛍がずれるのかは、その時の幹の成長過程と肢の大きさに起因する弘のだといえるD

研究'-'1 内部のねじれがあたえる影響と利点を探る~モデノレ製作~

.モデノレの中，心から 2つ目の屈をねじると 1番外側のj蛍

もつられて写真のようにねじれた。

.各部分がわずかなねじれをすることで、最終的には大

きなねじれを生む。

「考察」研究Vで、分かったように、幹は数層の構造をし、

その屑と屑がずれることでねじれを生み出すことが分かつ

た。本モデル実験がその理由を示すように、ねじれるこ

とで樹皮の大事な年命線でもある維管東自身もねじれ現

象をおこすG このねじれることで、単に上にある肢が影

響を受けるのではなく、向転することによりその影響を

全体に散らばらせる効果を得ている。また、数層の構造がねじれることでその水や栄長分の通り道

はより棲雑な螺肱構造を形成していって本状態になっているといえる。同時に、ねじれることで一

部が破損してもその樹木そのものが倒れにくくなっていることは、数枚の紙をねじることでより強

固なものになることからも明らかであるc よって、サクラの傷がねじれていることは、単に偶然の

産物ではなく、内部構造自身の変化であり、長く反映する知恵ともいえるc

曹

一

一

一

一

千

回

• 
. 窃大睡事l:同周(2分@η

事;長~邑
園圃

a-

闘

咽

憎

帽

・

仰
固
唾
岳
.

.

 

ヨ13
ip露、j

巨亘ヨ

/一~\〆:Aえ々
ff¥/1 
¥ '-ーノ / 
¥L /乙ー{さ

制寄短 明子

筆陣

〈三号機〉

. 
'闘

-・え曾事，.--.京E骨骨11

モデル実験

説明
.r;い銀lまij'ワコの豊島をあらわす
.自い織は*l管F院をあらわす

-壬デルIt，サワラがねじれることによりどのよう怠
利点があるのかmI明している
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